
Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム  

カリコム若手外交官・行政官グループ 

 

 

1. プログラム概要 

外務省が推進する「Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム」の一環として，2018 年 1 月

21日（日）～1月 29日（月）の日程で，カリコム（カリブ共同体）諸国より若手外交官及び行

政官計 14名が訪日し，日本の政治，経済，文化等対日理解を目的としたプログラムに参加しま

した。滞在中は，各種ブリーフや，視察等を通じて幅広く日本を理解する機会を持ち，各々の

関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行いました。また，帰国前のワークショップ

及び報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアクションプランについて発表しました。 

 

【参加国・人数】 

アンティグア・バーブーダ，バハマ，バルバドス，ベリーズ，ドミニカ国，グレナダ，ガイア

ナ，ハイチ，ジャマイカ，セントクリストファー・ネーヴィス，セントルシア，セントビンセ

ント及びグレナディーン諸島，スリナム及びカリコム事務局から各１名，計 14名 

 

【訪問地】 

東京都，京都府，広島県 

 

2. 日程 

1月 21日（日） 羽田国際空港より入国 

1月 22日（月） 来日オリエンテーション，日本語講義 

外務省オリエンテーション・ブリーフィング（【日・カリコム関係】，【北朝鮮

問題】，【日中関係】，【日本の SDGS実施に向けた取り組み】，【捕鯨問題】，

【気候変動問題と日本の取り組み】） 

1月 23日（火） 外務省ブリーフィング（【日本の対カリコム ODA】，【Sports For Tomorrow】，

【日本と国連】等） 

東京都庁訪問（島嶼行政，東京防災ブリーフィング） 

島内日カリブ交流担当大使表敬 

堀井巌外務大臣政務官表敬 

外務省中南米局長主催レセプション 

1月 24日（水） 

 

東京臨海防災公園 

パナソニックセンター東京 



 

 

 

豊島清掃工場 

TEPIA 

JICA 

1月 25日（木） 東京都から京都府へ移動 

京都府庁訪問 

清水寺視察 

1月 26日（金） 竜安寺，金閣寺視察 

京都府から広島県へ移動 

平和記念公園視察（含：原爆ドーム，平和資料館），被爆者講話 

1月 27日（土） 宮島視察 

広島城視察 

広島県から東京都へ移動 

1月 28日（日） 

 

 

 

1月 29日（月） 

築地市場視察 

明治神宮視察 

浅草・秋葉原視察 

HONDAウェルカムプラザ青山視察 

ワークショップ・報告会 

成田空港より出国 

 

3. プログラム記念写真 

  

1 月 22日（月） 
【オリエンテーション】 

1 月 23日（火） 
【東京都庁】 



  

1 月 23日（火） 
【中前外務省中南米局長主催レセプション】 

1 月 24日（水） 
【東京臨海防災公園】 

  

1 月 24日（水） 
【パナソニックセンター東京】 

1 月 24日（水） 
【豊島清掃工場】 

  

1 月 25日（木） 
【京都府庁】 

1 月 26日（金） 
【竜安寺】 



 
 

1 月 26日（金） 
【平和記念公園】 

1 月 26日（金） 
【被爆者講話】 

 
 

1 月 27日（土） 
【宮島】 

1 月 28日（日） 
【秋葉原】 

  

1 月 28日（日） 
【HONDAウェルカムプラザ青山】 

1 月 29日（月） 
【ワークショップ・報告会】 

 

4. 参加者の感想（抜粋） 

◆ハイチ 外交官 

本プログラムは，日本社会に直接触れ，日本の経済，歴史，外交政策についてたくさんのことを 

学び，理解するための，絶好の機会となりました。 



 

   ◆セントクリストファー・ネーヴィス 外交官 

   カリブにはない独特のプログラムでした。若手外交官及び行政官が日本の文化，歴史，政治を体

験することができる，推奨に値するものでした。 

 

◆セントビンセント及びグレナディーン諸島 外交官 

日本とカリブ諸国との関係を強化する良いプログラムでした。また，他の島嶼国の参加者と交流

する良い機会となりました。 

 

5. 受入れ側の感想 

◆ワークショップ講師 

発想力と知識が豊かで，みなさんの素晴らしいお考えを発表で伺うことが出来ました。それぞれ

異なる国の方々同士が，お互いに協力して作業に取り組む姿勢に大変感銘を受けました。 

 

6. 参加者の対外発信 

  

東京からおはようございます！ ここ数日，カリブ

共同体の仲間と日本の外務省の方々との素晴らし

い学習経験がありました。 

今夜，私はリカルド・アリコック駐日ジャマイカ大使に

会うことができ，嬉しかったとともに，大変光栄でした。 

アリコック大使は，JUNTOS カリコム若手外交官・行政

官プログラムの参加者に敬意を表すレセプションにて，

乾杯のご挨拶をされました。 



  
日本，東京の人々のための防災体験学習施設。楽

しみながら，対話形式で，被災後レスキュー隊到

着までの 72時間生き延びることの大切さを学ぶこ

とが出来ました。 

人類は多くの悲劇的で不運な出来事によって傷を負っ

てきました。そのような出来事の 1 つに，広島の原爆が

あります。兵器と人は決して共存することはありませ

ん。平和を築くためには，人々が互いに尊重し合うこと

を学んでいかねばなりません。 

 

 

 

 

7. 報告会での帰国後のアクションプラン 

ニューヨークの国連での仕事に，今回共有できた政

策やアイデアやプログラムを組み込む方法につい

て、私の同僚とブリーフィングを開催します。 

職場で，日本での経験に関するミーティングを実施

します。より多くの情報をソーシャルメディアや友

人に拡散します。自国の若い人たちに対日理解を促

すために，今回の経験について大学で話をする機会

をつくりたいと思います。 

来日した他の参加者とグループを作り，継続して交

流をしていきたいです。 

日本の協力を得つつ，日本が被災から復興した仕組

みと科学技術に関する会合を開催したい。自然災害

防止と科学技術の向上に関して相互協力をしていき

たいです。 

                                                                                 


